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■議事録 

○山口委員長 それでは、定刻になりましたので、第15期図書館協議会第19回定例会を開

催したいと思います。 

 まず本日の欠席者ですが、増川委員が公務のために今日は欠席というご連絡が入ってお

ります。 

 それから、本日は中嶋副館長がお仕事でこちらに来られないということで、吉岡担当課

長がご出席ということでお願いします。 

 それでは、早速次第に基づいて始めますが、まず最初に館長報告からお願いいたしたい

と思います。 

○近藤館長 それでは、今回の館長報告、まず１点目、今年度の第２回町田市議会定例会

についてですけれども、第２回の定例会については一般質問も図書館については何もござ

いませんでした。また、条例、あるいは補正予算等もありませんでしたので、今回市議会

については報告することはございません。 

 ２番、その他ですけれども、①嘱託員の採用についてです。こちらは昨日、第２次の面

接試験を実施いたしました。その結果、第１次選考を通った方が32名いらっしゃったので

すけれども、２名キャンセルもありましたので、30名の面接試験を行って６人採用という

ことで、８月１日から勤務ということで昨日の夜、合格通知は発送いたしました。 

 それから、②図書購入費の推移についてということで、こちらは鈴木委員からもあって

いろいろお手伝いいただいたのですけれども、資料１を見ていただきますと、2009年度か

ら2015年度に向けての決算と予算額になっております。2014年度までは決算の数字が入っ

ていて、2015年度は予算ということになります。 

 館の数も変わっていますので、例えばまず図書費ですけれども、図書購入費ということ

で、2009年度で言えば総額8573万円ほどということです。ここの金額には入っていません

けれども、2010年度と2011年度は鶴川駅前図書館開館のための資料購入が購入費の中には

入っていませんけれども、ありました。金額としては幾らかといいますと、決算等の数字

はしっかり抑えていないのですけれども、この２年度で5800万円ぐらい事前に購入したこ

とになります。 

 それから、2012年度についても、鶴川駅前図書館の予算2500万円を含んで8260万円とい

うのが決算の数値なのですけれども、鶴川駅前図書館の予算が2500万円と大きいのは、開

館に向けての資料の購入がまだ足りないということで手厚く資料費をつけたということに
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なります。 

 忠生図書館については、2013年度、2014年度と準備しましたけれども、2014年度には備

考欄に忠生図書館の購入費約5000万円ほどは除くと書いてあるのですけれども、2013年度

もほぼ同額、準備のために5000万円ほど資料を購入いたしました。2015年度は予算ですけ

れども、忠生の部分も含めて全館の数字が3986万5000円ということになっております。内

訳は、それぞれの館がこのような形ということです。 

 雑誌についても、2009年度から2015年度までありますけれども、雑誌の方は見た目、例

えば2009年度から比べて2015年度増えているように思われますが、これは館が増えている

ので、既存館は少しずつ減少しているという状況がございます。 

 ＡＶ資料は下にあるとおり、200万円から230万円ほどあったのが今年度はどうしてもと

いうことで100万円ほど減額したという状況になります。 

 資料購入費の推移ということでグラフがついております。 

 次が③忠生図書館の利用状況についてということで、先月は５月分の貸出数とかをご説

明したのですけれども、そのときにお住まいのところの利用状況がわかればというお話も

あったので、５月分で出してみました。これは冊数ではなくて貸出人数です。１人とカウ

ントしているのは、１回の貸出を１人とカウントしています。ですから、人によっては１

回で10冊借りた方もいるかもしれませんし、１冊借りて１とカウントされている場合もあ

るかもしれませんけれども、あくまでも貸出の人数という捉え方をしております。 

 見ていただくと、当然ながら忠生とか図師とか木曽とか根岸とか、近いところの利用が

多いということで、その他というところが18％、20％弱がいろいろなところから来られて

いるという状況になっています。これについては、１年ぐらいたって、この辺の割合がど

うなるかというのを見ると、またわかるかもしれませんけれども、とりあえず情報提供と

いうことでご報告をさせていただきます。 

 以上です。 

○山口委員長 ありがとうございました。 

 まず、本日、市議会に関しては特に質問なしということなので、報告事項なしというこ

とでよろしいかと思います。質疑はないかと思います。 

 ２番目のその他で嘱託員の採用、図書購入費の推移、忠生図書館の利用状況について、

この点について質問等を受けたいと思います。 

 まず、嘱託員の採用について何かご意見、またご質問がおありの方はご発言をお願いい
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たします。 

○鈴木委員 ６名というのは大体どういう、あちこちの館に１人ずつとか。 

○近藤館長 今、欠員のある方が中央図書館と金森図書館と鶴川駅前図書館なので、そち

らに配置するということです。今、システム更改後の各館の付加の忙しさが多少あるの

で、単純に欠員を埋めるのではなくて、もう少し調整した方がいいのかとも思っています

ので、どの館に何名というのはまだ決定はしていないということで、８月までに決めると

いうことです。 

○山口委員長 ほかによろしいですか。 

 それでは、２番目の図書購入費の推移についてということで、今日は資料１で表とグラ

フが配付されています。これについては前回の協議会でも話題になったところですが、そ

の後、鈴木委員が表とグラフでわかりやすく整理をしてくれたのですけれども、これにつ

きまして、協議会としても今後考えましょうということを前回のところでは確認している

訳です。まず、今の時点で、この資料に基づいて館長に説明の補足、さらには確認をした

いことなどございましたら、ご発言をいただきたいと思います。 

○多田委員 2015年度のＡＶ資料がすごく下がっているようなのですけれども、これはな

ぜでしょうか。 

○近藤館長 生涯学習部、さらには図書館の中で、この枠の中におさめなさいということ

で予算編成いたしましたので、どうしても資料費に手をつけなければいけなかったという

ことが１つあります。図書費については、新館とかができているのでちょっとわかりづら

くなっていますけれども、おおむね今までの館については2011年度とか2010年度を基準に

すれば半分ぐらいになっているというのが実態です。 

 視聴覚資料についても、同じような対応をして不足分を捻出しなければいけなかったと

いうことで、もともと少ない金額をさらに予算を削ってしまったというところはあります

けれども、そのような理由で図書の削減に合わせたような形で予算の枠に納めたというこ

とになります。 

○山口委員長 いかがでしょうか。 

○鈴木委員 町田市全体の予算の増減の流れと図書費の相関関係はどんな感じでしょう

か。 

○近藤館長 今、町田市全体の資料は持っていないのですけれども、全体の中で予算を拡

充、つけて増大している分野も当然あります。その分野にお金を重点的に配分しなければ
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いけないために、どちらかというと生涯学習部とか幾つかほかの部もあると思いますけれ

ども、厳しい予算編成を迫られているところがあると思います。 

○鈴木委員 ということは、どうしてもこれがすごく縮まっていれば全部が縮まるのは仕

方がないけれども、これ自体はそんなに縮んでいないけれども、予算配分の関係で図書費

が特に削られているということな訳ですね。ほかにももちろんあるのでしょうけれども。 

○近藤館長 図書費だけではなくて、ほかにもいっぱいありますし、各部各課、例えば消

耗品などは一律で何％減というシーリングがかかっていますので、そのような流れをやり

つつ、そういう資料を持ってくればよかったのですけれども、市全体の予算総額が減って

いるということはないのですね。増えてはいると思いますけれども、それは子どもの関係

とか、お年寄りの関係とか、厚く配分しなければいけない部分がどうしてもあってという

ことだと思います。 

○鈴木委員 見ると、確かに子どもをサポートする部分にはかなり回している感じではあ

るのだけれども、本当は同じというか、図書に関するものも子どものそういう部分も一緒

のものだと思うのですけれども、何となく世の中が子育てサポート、サポートと言うの

で、そちらへずっと回っていて、本当に子どもに対するものにもう少し均等になるといい

と思うのですけれども、全体と図書館の費用との関係はわかりました。 

○多田委員 今、増大している部分もあるとおっしゃっていたのですけれども、ちなみに

増大している予算の部分というのは例えばどんなものがあるのでしょうか。 

○近藤館長 資料を持っていないと余り……。 

○多田委員 簡単なので結構なのですけれども、こういうものがという感じで。 

○近藤館長 例えば就学前のお子さんの関係に関する予算とか、生活保護費とか、その辺

だと思います。ただ、手元に資料がないと余り答えられないので、もし必要であれば次回

にもう少しきちんと。 

○多田委員 これだけ下がっているのに増大しているのは何かなと思っただけなのです。 

 やはり気になったのは、半分まで落ち込んでいるＡＶ資料というのは、町田は本はいろ

いろすごく充実しているのですけれども、ほかの市に比べるとＡＶ資料が弱い感じが、中

央館だけしか置いていないＣＤとかビデオ、ＤＶＤなどがあるのですけれども、その辺が

すごく弱い感じが利用者としては見受けられたのですけれども、ここでまたこれだけ下が

ると、また購入がすごく少ないのだなということ。ということは、障がい者サービスに関

するものなどもここで下がってくるのかなという感じがあったのですけれども。 
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○近藤館長 視聴覚資料については、町田の図書館の場合、中央しかやっていないので、

そういう面でほかの市の図書館に比べて弱い部分は確かだと思います。 

 あと、ここ数年の資料費も、多分250万円ぐらいで前後してここでぐっと下がったとい

うのが実態なので、近年の状況を見ると手薄なところにあります。ただ、中央図書館が開

館してから、かなりの年数はたしか1000万円ぐらいあった時代もあったと思うので、過去

の資産としては量的にはまあまあ持っているのかと思いますけれども、新しいものの購入

という意味では手薄な部分と全館で展開していないという意味での手薄、この２点は町田

の図書館の視聴覚サービスについては言えると思います。 

 あと、ハンディキャップサービスは、ボランティアの方にお願いしていますので、報償

費などが予算的には必要なのですけれども、若干削りましたけれども、そこは半減とか、

そこまではいっていませんので、横ばいよりは下がっていますが、今までのサービスをほ

ぼ維持できるかと思っています。 

○多田委員 わかりました。 

○市村委員 先ほどの増大しているというのは町田市の全体の予算ですか。 

○近藤館長 そうです。 

○市村委員 いただいた表の一番下のところに図書館費―これは予算額ですけれども

―が出ていますが、これで見ると年々増えている。2014年度は突出していますけれど

も、この増えている理由というのは、例えば鶴川駅前とか忠生の図書館ができたからと

か、図書館システムの関係なのでしょうか。 

○近藤館長 まず、2014年度がすごく膨らんでいるのは、システムを入れかえたための一

時経費とかがあります。あと、忠生図書館の書架等も今回は工事ではなくて備品で購入し

ましたので、その辺の費用が入っているということが１つ。 

 それから、その中で言うと、2012年度、2013年度と増加しているのは、忠生図書館の準

備で本を5000万円購入したこともありますし、2012年度の鶴川駅前図書館の開館は職員と

嘱託の増で運営していますので、その辺が増加している理由かと思います。 

○山口委員長 いかがでしょうか。 

 では私から、今の件で図書館費が増えるのは、確かに新しい図書館ができる関係で増え

るのもあると思うのですが、例えばシステムを更改して一時的にお金がかかったとして

も、今後のシステムのメンテナンスとか、あとパソコンや機材も、あれは恐らくリースだ

と思いますので、そういうリース料というものは更改する前と後とでは増えているのでし
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ょうか、それとも少ないのか、同じぐらいか、そこら辺はいかがでしょうか。 

○近藤館長 今回の場合、図書館の基本的なシステムとＩＣタグを使ったシステムを入れ

ていますので、今まで当然ＩＣタグに絡むシステムはなかった訳ですから、それに関する

経費、そのための機械を入れていますので、その部分は増大しているということになりま

す。基幹の図書館のシステムの費用はほぼ同じかと思います。 

 あと、予算で見ていきますと、例えば基幹の図書館のシステムは、今までは図書館で所

管していなくて、情報システム課というところで予算を見てもらっていたのですけれど

も、新しいシステムになると同時に、図書館で予算を見ていくということになりましたの

で、そういった意味では2015年度予算に基幹システムの分、今までと同じでそれぞれの図

書館側で見ていますから増えているといった部分もあります。 

○山口委員長 ありがとうございます。新しいシステムが入ってくるだけではない、ＩＣ

タグなどが入った分、確実に増えているのかと見てはいたのですけれども、今、後におっ

しゃったもともとは情報システム課でつけていた予算、お金が結局図書館で見なければい

けなくなったということですね。 

○近藤館長 そうです。 

○山口委員長 それは今後同じ額でずっと続いていくのですか。 

○近藤館長 それについては図書館だけに限らず、今までは情報システム課でいろいろな

課のシステムを一括でやっていたのが少しずつ各課にというような流れがどうもあるよう

です。 

○山口委員長 ありがとうございます。ほかにどうでしょうか。 

 私からもう１点引き続きになりますが、資料購入費に戻りますけれども、図書費の中で

例えば児童書関係の予算、また決算でも結構ですけれども、それは実は私はまだ確認して

いないのですが、統計としておとりになっていらっしゃるのかというのが１点。 

 それについては、例えばこのグラフなどを見ると毎年減額をしている訳ですけれども、

その中で児童書等の減額というのはどういうふうになっているのか、そこら辺、おわかり

になる範囲で結構ですが、ご説明いただけないでしょうか。 

○近藤館長 今、手元に数字がないのですけれども、例えば中央図書館であれば、1600万

円なら1600万円の中で児童書が何割ぐらい、一般書が何割ぐらい、レファレンス関係が何

割ぐらいということで、年度当初に割合を決めて、最後に年度末に行って最終的に多少の

入り繰りはありますけれども、そのような中でやっています。 
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 それを何割で割り振っているかというのは、今、手元に資料がないのでわからないので

すけれども、最終的に決算として児童書が幾らだったかというのをしっかり押さえていた

かどうかも今はわかりませんので、そこはわかれば次回に報告しますし、しっかりそこを

押さえていなければ割合をお示しします。 

○鈴木委員 「町田の図書館」の51ページに冊数としては載っていますけれども、パーセ

ンテージにはなっていないのです。 

○近藤館長 済みませんでした。「町田の図書館」では、冊数は公表していますけれど

も、金額まで公表していないのです。例えば、今お手元に資料のない方もいらっしゃると

思うのですけれども、この冊数として一般書は何冊、児童書が何冊みたいなことは載って

いるのですけれども、一般書の中にはレファレンスの資料も入っているので、その辺で大

ざっぱな購入の割合としてはわかりますけれども、金額まで決算的に１円の単位までしっ

かり押さえているかどうか、戻ってみないとわからないということでご了承願いたいと思

います。 

○山口委員長 ありがとうございます。今の件を質問した理由は、先ほど市全体が子ども

関係の子育て関係には手厚くしているのだというお話だったと思うのですけれども、それ

が図書館の場合は生涯学習ということで逆に減額されているのだとすれば、やはりそもそ

も生涯学習というものをどういうふうに行政側が捉えているかという根本問題になると思

うのですね。 

 というのは、生涯学習というのは何も学校を卒業した人だけが対象ではなくて、就学前

の子どもからお年寄りまで全ての年代が対象になるというのが今、日本では普通に考えら

れている生涯学習の概念。公共図書館も図書館法の第３条の中で、学校教育に資するよう

にと書いてありますから、当然学校教育と連携をしていくというのは国の法律によって決

められている訳です。 

 ですから、そうなりますと、図書館の中で例えば児童書の本が減っていくようなことが

あれば、結局、子どもの読書の機会を一生懸命広げようというので図書館も頑張っている

し、ボランティアや地域文庫の方たちも頑張っているのだけれども、やはり資料がないと

どうにもならないということになると思うのですね。 

 あと、家庭の支援も結構なのですが、一方でブックスタートなどをやっていますけれど

も、子どものものは意外と高いですから、図書館というのは、そういう意味では本をそろ

えていただかないといけないだろうというのはよく言われているところなのです。ですか
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ら、そういう点などをもう少し細かく精査していくと、いろいろと市全体の問題と絡めて

矛盾点というのが出てきてしまうのかと思うのです。 

 お手元に資料がないので、なかなかお答えしにくいところがあったと思うのですが、ぜ

ひそこら辺は次回の協議会のときにまで何か教えていただければと思います。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○鈴木委員 来年度の予算というのはいつごろから考えられていて、いつごろ決まるので

しょうか。 

○近藤館長 一昨日の部長会議の中であったのですけれども、いつも６月末か７月頭に説

明会があって、まず夏に概算要求―１次要求をしておくということになります。それが

多分８月の上旬ぐらいまでに１回固めて、部でまとめて財政の方に出して、そこで本当の

編成の前にもう１回予算の説明会があって、こうこうこういう方針でやりますよというの

があって、それをさらに精査していくという手順になるかと思います。 

○鈴木委員 12月ですか。 

○近藤館長 いつも年が明けてすぐ最終的な財政、あるいは市長査定、最後に財政課の方

で査定が出て、ほぼこれでいきましょうということで３月定例会に向けて準備が始まると

いうことです。 

○鈴木委員 あれが当初予算ですか。補正予算というのは年度を超えてから……。 

○近藤館長 補正予算は、原則当初予算は１年を通した予算ということでやりますので、

補正予算が認められるのは法改正でどうしても何かやらなければいけないとか、そういう

こと以外はなかなか今はできないのです。補正予算は、原則議会月には提案できますけれ

ども、今はなかなかないのかなと。 

 ですので、先ほど言った当初予算の編成が７月から始まって、８月の上旬に１回１次要

求をして、９月に入ってから説明会で来年度予算の本当に細かいところまで方針が示され

て最終的な予算をつくっていて、年が明けたところで財政課から、これでいってください

という内示が出るということです。 

○山口委員長 いかがでしょうか。 

○鈴木委員 そうすると、夏の間に図書館としては、これだけどうしても欲しいという大

ざっぱなところは出すのですかね。 

○近藤館長 そうです。まだ１回目の説明会がないので何とも言えませんけれども、例え

ば資料費がこのままでいいとは思っていませんので、そこで増額して、まずは図書館とし
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ての案をつくりたいと思っています。 

○鈴木委員 私たちとしてはすごく応援しているという感じなのですけれども、具体的に

は何をしていいかわからないのです。ぜひ図書館長に要求を頑張っていただきたいと思い

ますけれども、市民としては何かできることがあるでしょうか。 

○近藤館長 直接的に予算編成に対しては市民の方の応援、関与というのはなかなか難し

いのですけれども。 

○鈴木委員 リクエストをいっぱいするとか……。 

○近藤館長 機会があれば、いろいろなところで図書館の宣伝をしていただくと利用も伸

びて、やはりこれではだめだねと理事者等にも感じていただくということしかないのかと

思っております。 

○鈴木委員 わかりました。では、必要性と大事さをあちこちでアピールするように頑張

りましょう。 

○中林委員 でも、いろいろ要望があるということを図書館の館長さんに知っていただく

ことがまず第一ということですか。例えば教育委員会とかいろいろありますけれども、そ

ういう方の場合は、そういう予算にはほとんどかかわらないのですか。予算にかかわる人

でないとわかりませんね。 

○近藤館長 予算編成の場合、図書館は生涯学習部に属していますので、今の予算の立て

方というのは、部でこの枠でということで、部の中だったら調整していいよということに

なっていますけれども、生涯学習部の場合、圧倒的に図書館が予算を占めていますので、

よその課と調整して図書館の資料費を増額するかということは現実的ではないのですね。 

 でも、もちろん生涯学習部長も図書館の管轄の部長として、これでは資料費はいけない

なということはしっかり理解していただいていますので、そうなると、もうあとは財政当

局と生涯学習部との交渉というか、財政当局にいかに利用者からこういう声があって、こ

うなのだということをしっかり訴えていくかというのが我々のできるところになります。 

○鈴木委員 市長への声とか、そういうところにみんなが書くものがありますね。メール

でもあるし、そういうところでできるだけ、館長はわかっていらしても、生涯学習部長と

か財政部の人とか市長のところに声が届かないとだめな訳ですね。 

○中林委員 さっき山口委員長もおっしゃったように、生涯学習というのは幼児から高齢

者までというのは、今、あっ、そうなのかと思ったのですね。幼児の児童図書というのは

生涯学習のものとは別だと思っていたのですけれども、かほどに知らないというか、自分
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自身の認識がそこまで至っていないというのは今わかったのですけれども、そういったこ

とはどなたに対しても言えると思うのですね。 

 生涯学習といったら、高齢者の方だけが対象なのだろうと思いますから、そういった児

童から高齢者まで通してなのだということを強調すると、児童書も古いものではだめで、

新しいものを購入しなければいけないということにつながっていくので、身近なところか

ら知ってもらうということが大事なのかと。いつも委員長がそうおっしゃいますね。身近

なところからやっていくしかない。そうすると、もし聞く人が聞く耳を持っていらっしゃ

ればの話ですけれども、あなたがおっしゃったメールとかあれで声を上げるというのも少

しは効果があるかもしれないと思いました。 

○山口委員長 ほかにこの件を含めて、予算関係、図書費または図書館費に関してご意見

がまだございましたらお伺いしたいと思うのですが、千田先生、いかがですか。 

○千田委員 前回もお話ししたように、学校の予算もかなり削られて、今、生涯学習部と

いうのがありましたけれども、学校教育部というものもありまして、こちらも減らされて

いる。先ほどお話があったように、税収は増えているのですね。 

 ところが、そのお金がどこかに流れている。１つはさっきお話があったように福祉だと

思うのですけれども、もう１つは、オリンピックとかスポーツ関係の方かと思っているの

です。要するに、市の発想がどこにお金を使おうとしているのか、ということです。 

 その発想から、寺田元市長は図書館だとか、こういうところに目が行っていた。でも、

今の市長さんは別のところに行って、何をやろうとしているかという部分もあるような気

がするのです。だから、それが今の市長さんは、もっと市の繁栄を期待して、こういうと

ころにお金を注いでいる。あるいは福祉を充実させるために、こういうところにお金を注

いでいるというお考えなのではないかとは思うのですね。だから、この辺についてはなか

なか難しいのですね。 

○鈴木委員 人を育てるというのは、全てどこの世界の中でも一番大事なところですね。

そこをおろそかにしたら、どんなところだってだめだと思いますね。 

○山口委員長 結局、私の発言はオフレコでなくていいのですけれども、オリンピックな

どは終わってしまえばそれでおしまいなのですけれども、競技場をつくったって何をつく

ったって、後で使うかどうかなどというのはかなり怪しい部分があるというのは今メディ

アが国立競技場で言っていますね。 

 だけれども、図書館というのは、そのときに出ている本を買わないと、もう買えなくな
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ってしまうのですよ。古本屋だって高騰するし、出版部数が減らされていますから、出版

界とか作家などでも個人で買えばいいではないかとおっしゃる方がいるのですね。だけれ

ども、買えるかといったら、個人は決して収入が伸びていませんから、そんなに買えませ

ん。あと、流通過程を見ても、全ての新刊本が全ての本屋さんに並ぶという状況は今ない

のですね。本当に拠点になるところにはどさっと来るけれども、小さいお店には来ない。 

 だから、そういうときに、日本全国を見たときに、明らかに地方に行けば行くほど本な

どの出版物などの情報格差というのが起きているのですよ。だから、その格差を埋める働

きというのは実は公共図書館が持っている。特に公立図書館がね。図書館の力を持って収

集して、個人の所有物ではないけれども、地域で持っているからみんなで読める、みんな

で情報を共有できる。でも、それは毎年毎年積み重ねていくからみんなで共有できる情報

になる訳で、だから、方針が変わることによってそれが継続できなくなってくるというの

は、恐らく後で取り返しがつかなくなるだろうと思うのですね。 

 だから、そういう意味で私は先週お伺いしてから非常に危機感を感じているので、確か

に町田の図書館というのは、ここ三、四十年の間、いいサービスをして、全国的にも貸出

の点でも注目され、いろいろな意味で注目されてきた図書館だと思うのですね。でも、そ

の本分というのはやはり蔵書だと思うので、その蔵書が買えないというのは、かつて副本

問題でたたかれるくらいしっかり買えたのですよ。それすら買えないという現状をやはり

多くの人は知らないですね。図書館関係の方たちだって、学者も含めて知らないです。町

田は本をいっぱい持っていらっしゃるでしょうと言われますよ。だから、そんなことはな

いのだと。その理由は何かということも含めて、やはり伝えていくということはしないと

いけないし、伝えているだけでは遅いのだったら何か考えなければいけないのかとは思っ

ていますね。 

○多田委員 税収が増えている中でスポーツに行くというのは、今、委員長もおっしゃっ

たみたいに私もいかがなものかと思うのです。ただ、その中で福祉に行っているという部

分に関しては、普通の一市民として考えると、福祉に使っていますというと、そこは文化

の面と生活の面と考えると、福祉と言われると、そうですか、そっちに使うのも、それも

ありだなという気もするのですね。 

 図書館も大事なのですけれども、生きるか死ぬかということを考えてしまうと、生活の

方を考えると、福祉に少し重きを置いていると言われてしまうと、スポーツのことは置い

ておいて、そこはそうかというふうに個人的には思ってしまうのですけれども。 
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○鈴木委員 町田は前から福祉に重点を置いていて、それが今の市政になってさらに拡大

しているかというと、そういう感じでもない。ただ、高齢者が増えていれば、その分にお

金がかかるのは……。 

○多田委員 生活保護が増えているのですね。 

○鈴木委員 そういう部分、そこに力を入れているということよりは、自然的に人数が、

そういう必要な人が増えているということですね。 

○多田委員 結局、金額が増えてしまっているから、税収が増えた分がそっちに行かざる

を得ないから、そうすると、図書館の資料がどうしても少なくなるよというイメージにな

ってしまうと、生活ということを言われると……。 

○鈴木委員 でも、今は推測で、ここの部分がこっちにいっているということは本当かど

うかわからないですね。もう少しちゃんと精査してみないと、私も全体の動き、ほかのど

こが増えていてというのも、何となくざっと見て子育ての部分にちょっと増えているかな

と。いわゆる子ども、親子がいる場とか、そういうサービスはすごく増えているかなと。

そちらの方は多分費用が増えているかなと思うのですけれども、親子がいる場もすごく大

事なのですけれども、それだけではしようがないと思うのです。心が育つ部分とか、学校

教育とか、ママたちがいる場所を増やしたり、そこのところばかりですごく子育てに力を

入れていると見えるような感じにしている部分があるのかなと思うので、次までに何に回

っているから、こちらが削られているかはしっかり調べてみないといけないですね。 

○山口委員長 砂川委員、いかがですか。 

○砂川委員 正直言いまして、私たちの中では市の予算というのは大き過ぎてわからない

部分ではあるのです。ただ、鈴木委員がおっしゃったように、子育てという部分からいっ

ても、子どもたちに心が育つように教育―教育という言い方はあれですけれども、育っ

てほしいという意味で、本を読んでいくというのは本当に大切なことだと思うのです。だ

から、どうしてそこが削られていくのかというのは、やはり市民としては納得したいと思

います。 

○山口委員長 ありがとうございます。確かに、心が育つようにというのは、子育てとい

ったときには、当然物理的な支援だけではない訳なので、やはりそういう基盤というのは

図書館も担っているのだということは知ってもらわないといけないでしょうし、そういう

点からいくと、予算を削られるということは、図書館の中の問題ではなくて、市全体の問

題として考えてほしい、説明してほしいと思います。 
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○清水委員 私は３年ぶりに中学校の図書館で今少しお手伝いしているのですけれども、

３年前に比べて町田の図書館が頼りなくなっているというのをすごく感じています。とい

うのは、今まで中学校の蔵書を購入するときに、町田市の図書館で新しい本を実際に見て

購入していたのですけれども、検索してもヒットしないものがすごく多くなっています。

ということは新しい本が買えていない。だから、今までだったら実物を見て買うことがで

きたのに、そういうことができなくなっているというのを実感しています。 

 今、世田谷にいるのですけれども、世田谷の方がまだ規模が大きいということも、館数

も多いので、どこかには入っているというような形では見ているのですけれども、ちょっ

と前のものを検索すると、町田でも世田谷でも同じように入っているのに、最近新しいも

のになると世田谷では入っていても町田では入っていないというのがかなり出てきていま

す。 

○多田委員 新刊が入っていないということですか。 

○清水委員 入っていないということです。ということは、今いろいろお話が出ていまし

たけれども、図書館で新しいものが買えていないということはだんだん中が劣化していく

ということだと思うのです。建物はあるけれども、本も一応数はあるけれども、使えない

図書館になってしまったら取り返しがつかないことになると思うのです。だから、資料費

が減るということは本当に重大なことなのだというのをすごく実感として今感じていま

す。 

 もうこれ以上削れるところがなくて、ついに資料費を削らなくてはならなくなったとい

うときに、削ってはまずいということは、増やしてもらうしかないと思いますので、本当

に何か私たちにできることはないのだろうかと思います。 

○中林委員 私は、この前、清水さんがおっしゃった図書館に新しい本が入っていないと

いうのは、そういったことを知っている、わかるというのはやはり現場にいる人だと思う

のですね。私も、清水さんのこの前の話を伺って、ああ、なるほどと思ったのですけれど

も、そうすると、学校関係のところから、こういうものがなくて困っているのだ、子ども

の学ぼうという意欲をそぐことになるのだということをしつこく声に出していかなくては

いけない。それは現場にいる人しかわからないということ。 

 それから、私はたまたま協議会委員になった訳ですけれども、そういう立場にある者

が、またあいつは同じことを言い出すと言われるくらいに、やはり子どもにとって図書と

いうのは大事なのだ、10年先、100年先につながるほど大事なのだということをしつこく
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市にも言い続けるしかないかなと、この前、清水さんのお話を伺ってから家で思っていた

のです。 

 実際にしつこく言い続けると、確かに前に進んでいったケースというのは自分自身の今

までの経験の中であるのですね。それしかないのかなというのは、今、思うのは、大学関

係でも文系は私学の方に追いやって、そして国立、公立系は理系にとか、文部科学大臣が

そういうふうに出してきているというのは、別の観点から見ても、やはり先行きとても危

機的な問題を今はらんでいるなと。安保法制だけではなくて、そういう実際に人間を育て

るという。 

 そうやって考えてくると、たかが図書館などという問題ではなくて、図書館でそういっ

たものをきちんと要求を出していくということが、やはりしっかりとした国を育てていく

基本になるのではないかということをつらつらと思っていたのです。ですから、やはりな

るべく現場の経験のある人がしつこくしつこく要求を出していくしかないかなと。私たち

としては、市民としてすごく声を出していく。そして、知らないということは前へ進めな

いから、そういう現場の人がこういう現実があるのですよ、いいのですかという感じで出

すしかないのかなどと思っていました。 

○山口委員長 ありがとうございます。 

○久保委員 この場は図書館のことを考える場なので、図書館のことをきちんと考えなけ

ればいけないと思うのですけれども、全てのことで言えるのは、現場にいる人の声、今、

中林さんがおっしゃったとおりだと思うのだけれども、現場の人がそこで精いっぱい声を

出していってもらって、そしてここに集まっているような図書館を応援する人たちという

か、その次の幅広い層の人たちが声を出していくこと。 

 あと、子育てサポートの方には増額しているというようなことを思うと、今、若いお母

さんたちがどんなものを大切と考えるかというと質なのだと思うのですけれども、その中

で私たちが大切と思うことと共感してもらえるようなやわらかい動き方も日常的に大切な

のだと思うのです。 

 だから、文庫の活動にしろ、語り手の会の活動にしろ、私たちなども原っぱで本を紹介

したり、そういうこともやっているのですけれども、そういう横に広げたりすることを日

常的にやるのと、やはり専門の人がきちんと要求することは要求して声を上げていっても

らう。中林さんとか皆さんがおっしゃっていることは、そこら辺かなと。あと、教育の現

場でもお金を減らされているというし、そこら辺は本当に現場の人もプロとして大切なこ
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とはお金を要求してもらいたいし、話を聞きながら、やるべきことをみんなそれぞれがや

るしかないのだろうと思うのですけれども、そんなことを思います。 

○山口委員長 ありがとうございます。図書館のことを問題にしている協議会ですけれど

も、結局、今、久保委員が言われたように読書が中心になりますね。それは実はいろいろ

なところとかかわりがあるから、そういう横のつながりをつくっていきながら、理解を広

げていくというのは市民レベルでできる精いっぱいの活動だとは思うのです。 

 図書館協議会は図書館法という国の法によって規定されている組織で、教育委員会から

委員は任命されている訳ですので、そういう法的なバックアップがあるという点による

と、普通の市民よりは少しは組織の中で発言、自治体の中で発言ができると普通解釈され

ていますね。過去にも町田の協議会では提言などをいろいろ出しておりますけれども、今

回こういう状況をどこまで放置できるかというと、そろそろ限界なのかなという気もしま

す。 

 ただ、今期がもう今日が19回、７月で一応期が終わるのです。ですので、私も実は前回

からいろいろ考えてはいたのですが、これは館長にお願いしても、館長も精いっぱいやっ

ていらっしゃる。現場も精いっぱいなので、やはりその１つ上、２つ上に向かって何か協

議会として出していくという方法も考えなければいけないのかと。 

 例えば、生涯学習部の部の枠の中でお金の配分がある訳ですけれども、たしか生涯学習

部長は部長の仕事目標で図書館の利用促進でしたか、手元にないのですけれども、図書館

の利用拡大だったか、図書館サービスに関することで目標を掲げられていたかなと、この

間の広報に出ていましたね。ですから、そのあたりがご理解を少し、ならばこういうこと

も考えてくださいとお願いできるのかなというのが１つ。 

 あとは、さらにその上というと教育委員会なのだろうと思うのです。ただ、前に学校図

書館に関する要望を出したときに、あれは緊急提言と出しましたけれども、結局、それに

ついての回答は回答しないという回答ということで、たしか去年でしたか、協議会で報告

がありました。そういうことなので、恐らく今一番確実に予算とかかわるのは部長なのか

なと。ただ、館長から当然報告は上がっているかとは思うのですが、例えば私たちの意思

というのは会って伝えるということも１つはできるのかと思うのですね。 

 時間が余りないので、かなり急がなければいけないのですけれども、そのためには、や

はり委員全員の意思をまとめないといけませんので、できるかどうかというのはきわどい

かもしれません。 
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 もう１つは、この問題はここで終わる訳ではないので、次に16期というのでまた協議会

が続きますので、そちらでも継続して考えていくようにしてもらうことが大切かと思うの

です。現時点で留任される委員さんも何人かいらっしゃると思うのですが、また８月の審

議にそれは伝えて継続して見ていただくという形にしておく必要があるかと思います。 

 そのためにも、現時点で協議会として、この現状についてどう考えているかというの

は、とりあえず協議会内の意見、考え方というのはまとめておく必要があるかと思うので

す。それをどこへ発信するかとか、あとは小金井で昔、指定管理問題が出たときに、協議

会が独自に市民フォーラムをやったという事例があります。ただ、あのときは当時の小金

井の協議会はかなりそうそうたるメンバーだったので、それだけの力があったのですけれ

ども、私はとてもそんな力はありませんので無理です。 

 ただ、情報発信というのはできるのかと思うので、先ほど何人かの委員さんから、現場

でかかわっている方は特にそれを実感している、そういう現場の方に向けて一緒に考えま

せんかということで伝えていく何がしかの取り組みができればと思います。 

 市全体の予算との絡みもあるので、今、手元にあるのは図書館の図書費の推移の表だけ

ですけれども、あわせてさっき多田委員もおっしゃったように、やはり福祉関係というの

はどうしても削れない部分でもありますから、そういうものを見たときに、全体のバラン

スが本当にいいのかどうかということもあわせて考えていかないといけないのかと、今日

皆さんのご意見を伺っていて感じました。 

○鈴木委員 予算はホームページで見られるのですけれども、決算はなかなか見られない

のですね。今出ているのが2012年度と2013年度のものだけで、それ以前はないし、私たち

は広報で毎年何月かに出る決算ぐらいしか、細かいものはなかなか手に入らないのです

ね。 

 2012年度と2013年度も、その前はないし、それも予算と決算とは同じシステムでつくら

れていないものだから、予算がどうで、決算がどうだという見方がなかなかしにくかった

り、私たちの手元で町田市の総予算がこうで、その中の何費がどれくらい増えていてとい

うのが、図書館に関してだけは今わかりますけれども、図書館のものも、図書館費の予算

を決算に直したいと思ってやったのですけれども、決算が拾えなくて、結局予算のままな

のです。私たち市民として数字をとろうとしても、なかなかとりにくいホームページのつ

くり、財政のところの出し方が、それがちょっとあれなのです。 

 今の館長のお話で、夏休みの間に、枠ではなくて図書館としてはこれだけ欲しいという
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要求の段階が８月で、その間、９月ごろになって枠が決まってくるような、前にいただい

た生涯学習部予算で、その後に図書館費が幾らという生涯学習部の予算の枠というのは…

…。 

○近藤館長 まだ説明会も開かれていないので今年度の動きはわからないのですけれど

も、８月の初旬に出すものは図書館としてのこれだけ欲しいというものをしっかり要求し

ていって、それが第１次要求とすれば、本要求というか、２次では、多分財政の見通しと

か言われて、こういう方針で編成しなさいというのが出ていますけれども、多分そこでは

枠まで出ないのではないかと思います。 

 ただ、今までの例、例えば2015年度予算編成などでは、消耗品費はこれぐらい部別に減

らしなさいとかいうのは出るかもしれませんけれども、そういうところで枠の明示は多分

秋の段階では出ないかと思います。 

○鈴木委員 ９月ごろに例えば私たちの提言等を出しても間に合うかもしれないと思っ

て、８月は図書館からの要求であって、その後に枠とかが決まってくる前に、提言の効果

がどれくらいあるかはわかりませんけれども、すごく遅くなったら意味がない訳ですね。

再来年度のためのものになってしまうから、来年度のためのものだったら、タイミング的

には９月とか、その辺に出せば枠が決まる前の提言でないと効果はないですね。 

○多田委員 ９月には精査している訳だから、提言をするとしたら８月にはもう出さない

と９月に精査できないから。 

○鈴木委員 ９月に精査というところまではいかないのですね。 

○近藤館長 ８月初旬まで出して、本当の要求を出すのは多分10月末ぐらいに出してとい

うことで、市全体のものを集めて財政の方で生涯学習部の枠はこれで、この中におさめな

さいということだと思います。 

○鈴木委員 ９月ぐらいがいいタイミングかと思うのです。そういうことが出せれば。 

○山口委員長 そうなると、協議会の第15期の枠を超える訳ですけれども、前例でどうな

っているのかよくわからないのですが、委員がある程度残るということを前提で、その問

題について継続して、７月でちょうど委員が交代となるとぶつかってしまうのでしようが

ないですね。ただ、図書館について考えるというのは、委員がかわったから全部変わると

いうのでは困る訳なので、継続的にその点を引き継いでいくというふうに考えれば、８月

でも９月でも、しかるべき時期に出せるかと思うのですね。 

 逆に、その分、時間があればこそ、説得するだけの資料を我々もつくることができます
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ので、例えば先ほどの児童図書の予算の推移などというのは、子どもの問題と絡めること

ができますし、あと、千田先生もおっしゃっていた学校のことも、やはりあわせて考えた

い訳ですから、例えば学校に対する支援とか団体支援というのは町田はやっている訳です

けれども、それの資料費というのはどうなっているのかということも考えて、あるいは数

値が経年で出せればいいかと思うのです。 

 もう１つは、本来どのくらいあるのが理想的なのか。多ければ多いほどそれはいい訳で

すが、それではだめなので、やはり最低このくらいはないといけないだろう、もしくは逆

にそれを調べておく必要はあると思うのです。ですから、そういうことなども考えると、

少し時間があった方がいろいろと精査はできるかと思います。 

○久保委員 最低あるものというのは、学校図書館の資料のということでしょうか。 

○山口委員長 学校図書館だけではなくて、公共図書館として、例えば望ましい基準とか

いろいろあります。あとは、それこそ文部科学省がやっている社会教育調査では余り細か

い数値は出ないかとは思うのですけれども、例えば比較をするのであれば、「町田の図書

館」の後ろの方に同規模の40万都市の例が出ていますね。たしか蔵書回転率とか貸出は町

田はえらく伸びているのですけれども、それ以外はどんどん落ちているというのが実は毎

年見ていて気にはなっていたので、例えばそれと同じレベル、他市の事例と比べていって

説明するということもできると思うのです。 

 例えば2013年度版ですと72、73ページの「他自治体との比較」で、これは40万以上の政

令指定都市と特別区を除いた26都市の比較です。例えば町田市は、個人貸出数は2012年の

データだと全国２位なのです。蔵書数は13位で、26市の平均をやや上回っているくらいで

す。あと、例えば蔵書回転率というものも２位なので、かなり借りられている。１人あた

りの貸出冊数も全国トップで10冊なのです。ですから、こういう例を見ていったときに、

これだけの利用はあるのですよと。でも、１人あたりの図書費となると、ここでは５位に

なっていますけれども、もっと下がるのだろうと思うのです。 

 ですから、26都市全部出して調べるというのはちょっと時間がかかりますけれども、顕

著な事例と比較していったり、あと、よく引き合いに出すのは町田市と藤沢市が大体規模

が似ているのですけれども、そういうところと比較していったときにどうなのかというの

は説明する資料にはなるかと思うのです。 

○鈴木委員 これは2013年度から、ここから2000万円落ちているのですものね。 

○山口委員長 そういうことです。ですから、現状になるとどうかということはありま
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す。 

○久保委員 さっき清水さんが言ったのはすごくわかりやすかったのですけれども、要す

るに、現場にいて仕事をしていて、具体的に３年前よりも町田の図書館が頼りなくなって

いると感じる。それは新しいものが入っていないという状況なのだと。建物の数が増えた

り、本の数もあるということではあるのだけれども、現実としては本の劣化がこのまま進

んだら非常に問題ではないかと思うとか、そういう現場の声というのはとてもわかりやす

い。具体的に３年前と言っている訳で、そういう実感は外に出していくべきだと。行政に

も出していくべきだし、一般の方にも何らか、現場でそのように感じているのだと、予算

を見たらこんなことになっていたのだけれども、図書館も大変だ、何とかなりませんかと

いう感じで、わかりやすいなと私は思います。 

○清水委員 一般の方にはわかりにくいですものね。 

○久保委員 はい。 

○鈴木委員 学校図書館を考える会などとも一緒に提言ができれば、提言なのかお願い、

何というかわからないですけれども。 

○山口委員長 実際に図書館とかかわりのある市民の活動はいろいろあるので、そういう

団体と連絡をとるということも大切だし、あと、３月にとしょかん子どもまつりがあるで

はないですか。あそこにかかわっていらっしゃる団体、それぞれスタンスはあると思うの

で一律とはいかないでしょうけれども、場合によってはお声がけしながら、この現実をど

う受けとめましょうかというのが１つ。図書館も頑張ってくれている訳ですけれども、そ

れを支えるのは利用者、市民だからという立場から、協議会も動くけれども、一緒に動き

ませんかということは必要かもしれませんね。 

 そうやって広げていかないと、無作為に広げるというのはなかなか難しいのです。説明

していくには、まずわかっている方に説明をしていきながら広げていくということも大切

だと思うし、当然学校図書館や学校への支援にも影響が出る訳ですから、お忙しいとは思

うのですけれども、学校の先生方などにもお伝えしていけるとよろしいのかと思うので

す。 

 一応はそのようなぐあいで、フリートークの形で議論を進めてきましたけれども、すぐ

１カ月で動かなければいけないという状況ではまだないようですので、少し二、三カ月で

も、秋前までに何がしか取りまとめていくような形で、協議会として次期と連絡し合いな

がらやっていくという方向で進めてみたいと思いますので、今回は鈴木委員がいろいろと
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調べてくださいましたけれども、ぜひ委員の皆様もこの件についてはお持ちの情報とかご

意見をお寄せいただければ、それは取りまとめて次の期へ必ず引き継ぎたいと思います。 

○鈴木委員 図書館の方で全体としての各部の予算の推移、私が見えないところの数字を

出していただくことはできますでしょうか。 

○近藤館長 鈴木委員がイメージしているものがどこまでかというのはありますけれど

も、まず私が次回までに用意しようかと思うのは、市全体の予算規模がどうなっているの

かという動き、あと民生費が幾らとか、教育費が幾らという大きな枠組みでということは

つかめると思うのですけれども、個別この事業があったからというところまでは簡単にわ

かるかどうかは資料を当たってみないとわからないのです。まずは予算の総額の動きがこ

こ数年どうかということと、民生費、教育費といった大きな予算の分けがどんな動きをし

ているかというところまでは確実にご提示できるかと思っています。 

○鈴木委員 わかる範囲でよろしくお願いします。 

○山口委員長 よろしくお願いいたします。 

 では、一旦この予算関係のことについてはここまでにしたいと思います。 

 次第に戻りまして、その他の３番目、忠生図書館の利用状況について、資料２、先ほど

館長から説明がございましたけれども、それにつきまして何かご意見またはご発言がござ

いましたらお願いしたいと思います。 

 館長に確認ですが、貸出者数というのは、要するに図書館側でカウンターのところなり

でカウントしている数ですから、例えばこの人たちが車で来ているとか、そういうことは

わからないですね。 

○近藤館長 先ほども言いましたけれども、カウントしているのはセルフの貸出で１回借

りたとか、カウンターで１回借りたとか、それを１人と数えていますので、車で来館とか

自転車来館なのか、そこまでは押さえ切れていないです。 

○山口委員長 前に開館式典のときですか、ちょっと伺った話で、町田街道に近いところ

だから、特に町田の北部の方は車で寄れるとか、そのようなことを伺っていましたし、あ

と金森は本当に車の利用が多いですね。ですから、あそこも駐車場があるので、そういう

利用は伸びているのかと。これを見ると、これは徒歩ではなく、車を使っているのではな

いかと思われる地域の方もいらっしゃると思います。 

○多田委員 この数字は市内に限ってということですね。その他の数字が多いのですけれ

ども。 
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○近藤館長 その他の中には、例えば相模原市とかも入っています。 

○多田委員 わかりました。 

○山口委員長 いかがでしょうか。 

 それでは、この件はシステム更改のことと含めて、その他のところで後で時間があれば

いろいろ伺いたいと思います。 

 それでは、館長の報告事項については以上です。 

 続きまして、本日の協議事項ということで挙げてありますが、前回出ていたものですけ

れども、「町田市子ども読書推進計画推進会議」委員の推薦についてということで、前回

の協議会で推薦のお願いという文書が皆様に配られていたかと思います。委嘱期間が８月

１日から７月31日、２年間です。会議は年２回ということで、２時間程度中央館で行われ

るということです。 

 現在、私が委員を引き受けているのですが、直近の会議が７月14日、ですから、これは

まだ前の期の委員が出るということで私が出るということになる訳です。そちらでは、第

２次町田市子ども読書活動推進計画2014年度取組状況報告書、町田市教育委員会2015年６

月という日付の冊子が事務局から私に送られてきていまして、これを読んで参加せよと。

当日は第３次町田市子ども読書活動推進計画について、あと、その他となっています。 

 ですので、次の委員の方は、年２回ですとたしか半年後ぐらいですね。12月末か１月ぐ

らい……。 

○近藤館長 しっかり決まっている訳ではありませんけれども、今までの例を見ている

と、１月とか年末に１回、あと７月だったり６月だったりという感じになっています。 

○山口委員長 ですので、任命されても大分先に出席ということになります。この役とい

うのは図書館協議会から出るということです。要するに、来年度も協議会の委員を引き受

けていただいている方でないと推薦する訳にはいかないというものなのです。その趣旨を

ご理解いただいた上で、やはり子どもの読書にかかわっていらっしゃる方からのご発言な

どが一番よろしいかなと。私より、その方がいいのではないかと思うので、いかがでしょ

うかということで皆様にお尋ねしたいと思います。 

 ぜひやるというふうに立候補していただければ、もうそれで決まりになるかと思うので

すが、３人ぐらい出てしまったら決めなければいけませんけれども、特にないようでした

ら委員の互選でよろしいかと思いますので、ご発声いただければ、そこでというふうに思

っておりますが、まず、いかがでしょうか。ぜひ自分がという方がいらっしゃれば手を挙
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げていただければと思います。 

○鈴木委員 砂川さん、どうですか。 

○山口委員長 特になければ推薦をと思うのですが、いかがですか。特になければ、急に

ここでお声がけしてしまって申し訳ないのですけれども、砂川委員、いかがですか。 

○砂川委員 うちの文庫からも１人出ているのです。 

○鈴木委員 彼女は多分学校図書の方で出ているのかな、どこから出ているのかな、よく

知らないのだけれども。 

○山口委員長 実は会議の方に柿の木さんからというか、谷釜さんは学校図書館のあれで

出ていらっしゃるので、鈴木さんも出てしまうと１文庫から２人になってしまうと。 

○鈴木委員 ２人で、余りよくないからぜひ。 

○山口委員長 できれば、かえで文庫からということで。委員長は増山委員長で。 

○砂川委員 増山さんが出ていらっしゃるなら、語り手の会から２人になってしまいま

す。 

○山口委員長 それは増山委員長……。いいのではないですかね。 

○久保委員 語り手の会という感じでもない、全体の……。 

○山口委員長 もっとニュートラルな位置にいらっしゃいますから。 

○久保委員 私はそう思います。経験も長いしね。 

○砂川委員 会議に年に２回出るというのは可能だと思うのですが、任務の重さみたいな

ものが、どんなふうに考えたらいいのか……。 

○山口委員長 要は協議会を代表していくので、向こうでこんなことがあったというのを

定例会で報告をしていただくというのが１つあるかと思うのです。もちろん、館長も出席

される訳なので、いろいろ情報は補完できると思うのですね。あとは、私がやっていたの

は、とにかくいろいろ各課から報告が上がって、委員長がリーダーシップをとっていろい

ろとやってくださるのですけれども、私は公共図書館の協議会という立場で自由に発言さ

せていただいておりました。 

 ですので、生涯学習審議会みたいに何か提言を出さなければいけないとか、ワーキング

グループで仕事をしなければいけないとか、そういうものではないのです。年２回ですの

で、報告を聞いて、それについてというのが多いので。 

○鈴木委員 ほとんど行政機関が出してきた計画を聞くみたいな感じ。それで冊子ができ

上がってくる訳でしょう。 
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○山口委員長 本当は回数がそれだけでは足りないだろうということは委員さんの間でも

出ていましたけれども、一応今はそういう形です。よろしければお願いしたいと思うので

すが。 

○砂川委員 では、いらっしゃらなければ、私でいいですか。 

○鈴木委員 お願いします。 

○山口委員長 大丈夫です。では、砂川委員にお願いすることになりました。よろしくお

願いいたします。私の方から後で書類は書いて館長に提出させていただきます。 

 次に、協議事項の２番目で図書館評価についてということで上がっているのですが、前

回、第１期の図書館評価の外部評価実施による提言を受けての図書館からの見解というこ

とで、吉岡担当課長からご報告をいただいて、それについて若干質疑を行った訳ですが、

今日はそれについてまた特に……。 

○吉岡担当課長 基本的には前回お話しさせていただいたとおり、それで進めさせていた

だきたいと思います。 

 前回お話ししたとおりですが、各項目についての報告がほぼ上がってきていますので、

そちらを管理職で最終調整いたしまして、おととしは８月十何日だったかと思うのですけ

れども、そのときに外部評価の依頼ということでさせていただいていますので、今回につ

いてもそのようなスケジュールでできればというところです。 

○山口委員長 そうすると、要するに今やっているのは2014年度の外部評価は８月の上

旬、中旬、どのくらいに依頼が来ると考えてよろしいのでしょうか。 

○近藤館長 第16期の最初の会がいつになるかによるのですけれども、最初の会のときに

お願いをしたいと思っております。 

○山口委員長 わかりました。そうすると、少なくとも８月の中旬から下旬ぐらいの間で

すかね。わかりました。 

 そうすると、必然的に、これは協議会が変わる期のときはやむを得ないのかもしれませ

んけれども、時間が押してくるというのが１点。あと、前から今度の第２期の図書館評価

についていろいろと拝見をしていますと、図書館側としては、いわゆる３段階評価はやら

ない、かわりに協議会の方で意見のような形でかける。尾留川前館長はかなり自由度が高

まったのだというふうにおっしゃっていましたけれども、私からすると負担が増えたのか

なというのが率直な感想で、３段階評価とか５段階評価というのは賛否両論あるので、そ

れはやる、やらないというのはまた別の問題なのですが、実際に提示していただいたもの
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を外部評価していくとなると、いきなりそれを見てわかりましたという訳にもいかないと

思うので、少しずつ事前に準備をしておかないと実はまずいのではないかと。 

 例えば町田の図書館についての評価ということになる訳ですが、恐らくいろいろな数値

が出てくると思うのですね。その数値をどう見るかというのは、外部評価者の目で見る場

合には、同規模の図書館と比べるとか、またはさっきも最低限はこのくらいではないかと

いう話もありましたけれども、もう１つは何か物差しが必要になってくるのかと思うので

す。 

 もちろん、第16期の委員の方たちもいろいろと精査してくださるとは思うのですが、そ

こら辺の資料の収集や情報の整理というのは、図書館の方のお得意とされるところですの

で、ぜひそこら辺のバックアップを今まで以上に、本当にお忙しいとは思うのですが、や

っていただけないとなかなか外部評価自体が難しいかなと拝見して思っております。 

 ですので、そこら辺の情報の連絡などを密にしながら進められるような体制を持ってい

ただければと思うのですが、基本的には吉岡担当課長が窓口ということでよろしいです

か。 

○吉岡担当課長 大丈夫です。 

○山口委員長 わかりました。次期のものと前回コメントいただいたものと含めて、外部

評価、図書館評価も含めて、何かご意見があれば、この場で簡単に伺いたいと思います

が。 

○久保委員 次の第２期図書館評価のやり方というのは今までと違うではないですか。い

い方向というか、そういうふうに思うと、私は余り外部評価、外部評価という感じで見る

よりも、今回は先に担当者の方がそこで特に感じていることとかを言葉を提出してくる訳

ではないですか。それはおもしろいなと。 

 外部評価というのはきちんと枠が決まっていて、それに対して今までやってきた訳なの

だけれども、余りスタートラインから構えないで、最初に担当者から、自分たちが今問題

にしていることの中で何を出してくるのかというのは、もっとピュアにもとに戻って受け

取ってみるのもおもしろいのではないかなと。こちらとしては何しろ今までの外部評価は

難しかったので、余り外部評価、外部評価という物差しをするよりも、現場の人から出て

くるものを新鮮に受け取ってみたいなと個人的には思いますということで個人的なコメン

トです。 

○鈴木委員 たしか事業として決めたことがどうだったかというのを評価すればいいこと
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になったのですね。目標があって、何年度のうちの１年目がどうこうということではなく

て、2014年度、こういうことをすると決めた事業がどうだったかというふうに今度は評価

するのではなかったですか。評価の仕方が変わりましたね。 

○山口委員長 前の評価は、目標を図書館の各部署が立てて、それを達成したかどうかと

いうことを３段階の説明で出して、それについて、それが適正であったかどうかというこ

とですね。だから、逆に言うと、協議会がそこに意見を差し挟むのではなくて、外部から

見たら、それはよかったのではないですかとか、いや、それは目標がそもそも違うのでは

ないですかぐらいのことで終わっていたのですね。 

 今度は、特に業務評価、もとは業務評価なのだろうと思うのですけれども、そこでこう

いうふうにやりましたという報告だけで出てくるというのが前館長のイメージです。です

から、それを受けてコメントをつける。だから、さっき久保委員がおっしゃったように、

現場の声が聞けるというのはそのとおりだとは思います。ただ、物によっては生の数値が

出てくると思うので、それを適正に見てあげないといけないというのはあると思うので

す。 

 だから、達成したか、達成しなかったかという評価ではなくて、今やっていることがこ

んなふうに進んでいるけれども、それはよかったのかとか、それに協議会がコメントで答

える訳だから、そうすると、今まで提言と別に分けていましたけれども、今度はそこの中

にそれを書き込めるというイメージだと私は説明を受けていました。 

 ただ、実際には、ここは問題だよねというのが出れば、今までどおりに提言書をつけな

ければいけないし、協議会活動の中でそれについての審議、協議事項としてそれを取り上

げるということは必要になると思うのですね。 

 ただ、実際に出てみないとわからないというのはそのとおりなので、部内ではあるので

しょうけれども、それをどう見ていくかというのは次期の委員の方たちのお仕事というこ

とですね。ですから、ここで特にこれについて掘り下げるということはもうできないとは

思うのですが。 

○鈴木委員 伺いたいのは、今、内部で評価をされているのですか。 

○吉岡担当課長 評価ということではなくて、これは以前にお出ししているのだと思うの

ですけれども、二十数項目の項目でやりますということにしていまして、そのそれぞれの

項目について数字的に前年度に比べてどうだったみたいな数字、統計的なものが出てきま

す。それに対して特記すべき事項、昨年度こんなことがありました、だから、下がった、
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そこまでは書いていないのですけれども、そのような形でお出しする形になります。 

○鈴木委員 結果をただ知らせるという感じだったのですね。 

○吉岡担当課長 そうです。それがどうしてその結果に結びついたかみたいなことを、こ

ういうことをやったので、こうなったのでしょうかというのが。 

○山口委員長 そういうことですので、図書館評価については何かご意見とか確認したい

ことがあれば、また次回も継続して話題にはするようにしておいて、そのまま次の期へ引

き継ぐということにしたいと思います。よろしいでしょうか。 

○鈴木委員 ９月以降に何回も、去年は夏休みにそれぞれのグループで分かれて集まりを

持って作業をしたのですけれども、ずれてくると９月、２学期が始まって、８月の半ばご

ろに出るとしたら、どうなるのでしょうね。 

○山口委員長 今度は相当きついと思います。正直、私は自分のスケジュールが調整でき

るかどうかも今自信がないですけれども、やらなければいけないので、私が来期いるかど

うかという問題もありますけれども、とにかくそれは第16期の中で調整していただくこと

なので、ここで我々が結論を出してはいけないかと思いますので、ぜひそれは８月の最初

の会議でご相談いただくということで、この件はよろしいでしょうか。 

○鈴木委員 はい。 

○山口委員長 それでは、時間が大分押してきましたので、今日確認をしていかなければ

いけないことがありますので、お願いいたします。 

 前回、時間切れで要点３点というところで終わってしまったのですが、前から議論を続

けておりましたおはなし会関係の要望書の件ですけれども、７月の最後の協議会に向けて

要望を取りまとめて、要望書という形で館長にお出ししたいということで方向は５月の段

階で決まっておりました。 

 結局、少し戻りますが、最初に鈴木委員から提言のあったボランティア活動やおはなし

会などに向けてのおはなし会スペースの有効活用、あとは各館ごとに地域のおはなし会の

情報をもう少し利用者向けに提供できないかというポイントです。 

 もう１つは、これはほかのところでも伺っていましたけれども、図書館で養成するおは

なし会ボランティアの個人に向けて、地域文庫やおはなしボランティアの組織の情報提供

をすることで、ボランティアがスキルアップしながら継続した活動ができるように示して

ほしい。その３点に集約して、あとは図書館側でいろいろと方策を考えてもらうという形

でどうでしょうかというのが５月のときの最終的な到達点だったと思います。 
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 前回は時間がなかったものですから、今回、これは本当の素案なのですが、このような

要望書の文案を考えてみました。この１、２、３という要望のポイントが一番重要な訳で

すが、前文も含めてご意見をいただければ、この場で修正を加えていって、最終的には７

月の最後の協議会のときに、これを館長にお出ししたいと考えております。いかがでしょ

うか。 

 特に３点の要点については、前回６月の最初の協議会のときに、一応プリントでは配付

しておりますので、ご確認いただいているかとは思うのです。 

 あと、一番最後に、この要望について、その後の取り組みなどについて協議会へのご報

告もお願いしますということを一文つけ加えてみました。 

○多田委員 前回のときにお話に入らせていただいていないので、見当違いのことを言っ

たら申し訳ないのですけれども、これの中以外にホームページの中に各おはなし会に対し

ての案内が出ていたらすごくいいなというお話が出たことがあったのですけれども、それ

もこの中に入れていただけたら、そういう希望も出てくるのではないか。 

 もしそれがあると、若いお母さん方などはホームページ、パソコンをすごく見ていらっ

しゃるので、そこからおはなし会を探せるというか、各地域でやっているものがどんなも

のかというのがすごく見やすくなって、チラシなどだとそこに行かないとないものが結構

あるので、それを加えていただくとすごく見やすくなるのではないかと思って、ホームペ

ージに少し加えていただくというのをやっていただけたらと思いました。 

○山口委員長 ありがとうございます。そうですね。確かにそれが出ていましたので。 

むしろ、今言われて思ったのは、例えば特に２番、３番というのは、これもホームページ

に合わせて情報で出ますね。ですから、図書館におけるおはなし会及びその地域のおはな

し会の活動、ことしは３月の祭りのときに、地図を児童サービスの方でつくられていて、

何かプリントのようなものをおつけになっていたようですけれども、あれなどもホームペ

ージに上げていただくといいし、そういうものとあわせて、おはなし会とか子ども関係の

ページを充実していただいて、その中に入れていただくというのもいいと思います。 

 もちろん、各館でというのもあるし、だから、そこを具体的にどうやるかというのは、

むしろ図書館側にお任せして、それについて報告をいただきながら、こうしたらいいので

はないですかというご意見を皆さんから集めて、こちらから持っていくという中で充実を

お互いに図れればと思うのです。 

○鈴木委員 社会教育の会議だったか、ホームページでキッズページというのがあって、
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そこには保育園でやっていることとか何かが載っていて、その中には保育園でやっている

おはなし会は載っているのですね。だから、すごく細切れになっていて、そこに入れば、

私たちのものはないけれども、保育園で２カ所ぐらいおはなし会をやっていて、それは地

域の小さい子の活動、保育園児ではない、今、地域に開放していますね。それの活動の一

環としておはなし会もしているようなのですけれども、そこに入れば見られる。 

 だから、もう少しそことリンクしたらもちろんいいのですけれども、図書館として、私

は今、私のホームページの中でこの間の子どもまつりに載っていたのとほぼ同じおはなし

会のものを載せているのですけれども、私が連絡をとってオーケーとなったところを載せ

ているのですけれども、今回のものもほとんど同じでした。ただ、私のホームページは誰

も見てくれないのですけれども、町田市のホームページだったら、図書館だったらみんな

が見てくれて、いろいろなところにおはなし会に行けるので、ぜひそれができるといいな

と思います。 

○多田委員 せっかくシステム更新した訳ですから、随分見やすくなっているので、そこ

にそれが出てくると……。 

○鈴木委員 あったらね。子どものということで、図書館のいろいろなことの下の方にで

も地域でも……。 

○多田委員 地区別というか、そういう感じでも。 

○鈴木委員 何とかといってやれれば、すごくお母さんがあれだし、活動しようという人

は、ああ、ここにこういうものがあるなら仲間になろうかなと。 

○多田委員 図書館側としては、活動したいという人も推薦はできないので、そこの会に

直接ご連絡いただくことも可能になってくるし、広がっていくのではないかと思うので

す。 

○鈴木委員 そうですね。 

○山口委員長 ホームページで情報をとにかく１カ所に集約していく。その集約する場所

が図書館というのはすごくいいアイデアなので、実際にそういうものがありますね。子育

てではないけれども、地域情報は図書館でというので、インフォメーションファイルみた

いなものをアメリカの公共図書館などはやっていますけれども、それこそリンク集でもい

いと思うのです。図書館の提供するリンクだから、逆にある程度信頼性がある。逆に図書

館が選んで引っ張ってきているから、そこの情報ならのってみようかというのもある。 

 だから、図書館自身でつくるというものも必要だけれども、全てでは大変ですから、先
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ほど鈴木委員もおっしゃったようにリンクでつないで、そこに行けばまずはわかると。そ

うすると、図書館は子育て支援もやっているのだから、市全体のところにもちゃんとかん

でいますよということにもなるので。 

○鈴木委員 なりますね。 

○山口委員長 そこから実際に図書館の蔵書や何かに触れてもらうチャンスも増えるとお

もしろいですね。では、それは４項目ということで追加をしておきます。 

 あと、時間が大分過ぎましたけれども、ほかにいかがでしょうか。 

○清水委員 「図書館におけるお話会活動充実へ向けた要望」ということで、図書館にお

けるおはなし会に限定しているという感じがするのですけれども、私は、図書館の児童サ

ービスの方たちに図書館だけでなく、もう少し広い意味でおはなし会活動を支援してもら

えるような展望を検討してもらえないかと思うのですね。 

 というのは、先ほども鈴木さんがおっしゃっていたように、今、特に小さい子どもに対

しておはなし会はいろいろなところでやっている訳ですけれども、そのお話をしてくれる

方々のスキルアップを支援するようなことを図書館で取り組むことができないのかと思い

ます。 

 そういうつながりができてくると、図書館の利用も拡大するのではないかと思います

し、子どもの本について図書館が頼りにされるということにもつながると思うのです。こ

のタイトルですと、図書館のボランティアのために講座を開いていると限定されているよ

うなイメージがあるのですけれども、もう少しおはなし会を支援するというスタンスにす

ることができないのかどうか。してほしいという気持ちはあるのですけれども、そういう

ことに対して検討するということをお願いできたらと思うのです。 

○山口委員長 今の清水委員のおっしゃることはよくわかりますね。それは大切だと思う

ので、タイトルのところを例えば図書館における、これはどうつけたものかと暫定的につ

けたのですが、例えば図書館というのをそのまますりかえて町田というふうに広げて、た

だ、一方では、やはり市民のボランティア活動で独自でやっている地域文庫とかおはなし

会、図書館と組んでやっているところだと図書館とのかかわりが強い訳ですけれども、一

方で完全に自立している活動もあると思うのですね。 

 ですから、それと全部一緒にパッケージみたいにしてしまうと、今度は独自活動の方た

ちは、いや、自分たちはそうではないということもあるかもしれない。だから、そこをど

ういうふうに表現したものかと思ったものですから、第１段階として３項目めでは、一番
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よく話題になっていたのが図書館で養成するボランティアがその後、結局、図書館には登

録しているけれども、個人になってしまっていて、以前は地域文庫やいろいろな活動を図

書館が紹介して、そこに所属してスキルアップしながらやるというのがあったのだと。 

 ですから、一番可能性があるとすれば、３番はそういうレベルからということなのかと

思うのですね。そもそも全ての活動は把握できていないのですね。もう１つは、これは委

員長である私が一番責任を負わなければいけないのですが、結局、協議会としては各活動

を精査できていない。だから、そういう点で言うと、町田全体をがっちりカバーするよう

な提言みたいな形には持っていけないと思いますね。 

 だから、少なくとも今、図書館との中で出てきている問題点に絞り込んで、まず、そこ

から一歩前進を図る。特に、さっき多田委員がおっしゃったように、ホームページで情報

発信を始めて、そこから広がっていって、ネットワーク化していければ、例えばそういう

ふうに話し合いができる場ができれば、恐らく１番のおはなし会スペースの有効活用とい

うときに、前館長が公平ということをよくおっしゃっていたけれども、それを利用する側

が話し合えるようになれば、逆にそういう問題がクリアできてしまう。 

 一番大切なのは、ボランティアをやる人でも図書館の職員でもなくて、やはりお話を聞

く子どもたちだと思うのですよ。だから、それをまずは可能なところから前進させていく

というのはいかがかと私は思ったのですね。やはりいろいろなスタンスの方がいらっしゃ

るということは、私も伺いましたので、そう思うと、なかなかこちらの思いだけでという

部分もあるかなと。だから、少しずつ理解を広げながら、どうでしょうかというのがいい

のかと。そういうところにぎりぎりになって思い至っているというのは委員長の不徳のい

たすところというか、私では役不足だなという部分もあるのですけれどもね。 

 これについて、千田先生、ご覧になって何かご意見を伺えますか。 

○千田委員 今の委員長のお考えに私は同意します。余り広げるというのも、課題は一気

に大きくなり過ぎるかと思います。 

○山口委員長 ありがとうございます。市村委員、ちょっと畑違いの部分もおありかと思

うのですが、いかがでしょうか。 

○市村委員 私、正直余り直接このことについてはかかわっていないので何ともあれなの

ですが、基本的にはお任せしたいということなのです。 

○山口委員長 ありがとうございます。あと、おはなし会にかかわっていらっしゃるとい

うところで、砂川委員、いかがですか。 
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○砂川委員 まず、ホームページから情報を発信できるというか、取り込めるというのは

一番いいのかと思います。ちょうど図書館でも、どういうところでおはなし会をやってい

るとか、そういうことを調べていらっしゃるので、それならすぐに可能なのではないかと

思います。 

 団体登録の貸出、団体登録をしている団体にも、情報をどこまで公開していいかという

登録が毎年来て更新されているので、その情報も図書館はお持ちなので、これはすごく市

民の人たちにもいいと思います。ぜひ入れていただきたいと思います。 

○山口委員長 ありがとうございます。時間が押してきているので、手短にまだご発言い

ただいていない委員の方にご確認をとらせていただきたいのですが、中林委員、いかがで

すか。 

○中林委員 この前でしたか、館長が全体を見て急がないで、例えば語り手の会がしてい

るあそこの図書館、使いやすい図書館、そこの実態とか、そういうものを見ながら、おい

おいやっていこうというふうにおっしゃったと思うのですけれども、いろいろ文庫やグル

ープの人たちも温度差があると思うのです。個人で参加して自分が話すことに喜びを感じ

ている人もいらっしゃると思うし、子どもにいい本をという、その辺はすごく千差万別だ

と思いますので、急いでやると強制されてやるような違和感も持つと思いますから、やは

り最初は図書館にかかわっているところから、長い時間をかけて広がっていけばいいので

はないかという感じがします。ですから、さっき委員長がおっしゃったやり方がいいので

はないかと思っています。 

○山口委員長 ありがとうございます。久保委員、いかがですか。 

○久保委員 皆さんのおっしゃったこと、これで十分だと思います。 

○山口委員長 ありがとうございます。あと、最後に鈴木委員。 

○鈴木委員 前は私も清水さんがおっしゃったようなことも最初の要望には入れていまし

たけれども、今、山口さんがおっしゃったように、まずは図書館にかかわるところできち

んと押さえていくというか、そこら辺で考えていただくということから、そこがある程度

固まったら、その次へと広げていくのがいいかと思いました。 

 昨日、関口さんのところに行ったら地図を下さって、これも本館の１館のところの大き

なパネルにして、あと各館にチラシ自体は置いて、お母さんたちにも配ってくださるとい

う話も伺って、このことも図書館で少しずつ考えてくださっているのかなと思ってうれし

く思いました。 
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○山口委員長 ありがとうございます。前回お休みでしたが、多田委員、いかがですか。 

○多田委員 ありがとうございました。 

○山口委員長 清水委員もよろしいですか。 

○清水委員 はい、結構です。 

○山口委員長 では、今日お休みの増川委員にはメールでご連絡を差し上げたいと思いま

す。今出たところをまた少し字句の訂正などをして、委員の皆さんにはメールでお送りし

ますので、確定版ができたらば次回の協議会のときに館長にお渡しするという形に持って

いきたいと思います。よろしいでしょうか。 

 それでは、本日予定していた議題につきましては以上ということにしたいと思います。 

 また次回、７月23日が第20回定例会、最後の定例会になります。今度は中央館６階ホー

ルで３時から５時ということになっております。最後の協議会ですので、ぜひ万障繰り合

わせてご参集いただければと思います。また、何かそのときに話題にするべきことがござ

いましたら、事前にご連絡をいただければ加えたいと思います。 

 それでは、本日の定例会は以上といたします。 

 どうもご苦労さまでした。 

 

―了― 

 


